
令和 7年度 がん検診精密検査実施機関登録状況 

 

1. 事業の概要 

※別添「実施要領」参照 

 

2. 令和 7年度精密検査実施医療機関登録状況 

1） 登録機関総数（令和 7年 12月現在。昨年度末時点と比較） 

・ 胃がん １２６機関  ＋１ 

・ 大腸がん  ７１機関 －１ 

・ 肺がん  ３９機関  ０ 

・ 乳がん   １７機関 ＋１ 

・ 子宮がん   ２５機関 ＋１ 

  

2） 新規登録 

・ 永岡内科医院  （胃・大腸） 

・ 大田市立病院  （乳） 

・ マザリー産科婦人科医院 （子宮） 

 

 

3） 登録辞退 

・ 益田市医師会立益田地域医療センター医師会病院 （大腸） 

・ 斧山医院 （大腸） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 4 



島根県胃がん検診精密検査実施機関基準 

 

Ⅰ 施設基準 

   胃がん検診の精密検査が必要とされたものに対して、下記の検査を行い、

診断ができる施設とする。 

   １）内視鏡検査 

ただし、生検組織の採取が可能な上部消化管内視鏡検査装置を有する

こと 

 

Ⅱ 医師の要件 

   精密検査実施機関に在籍する医師は、以下のいずれかの要件を満たす者

とする。 

１）日本消化器がん検診学会認定医・総合認定医、日本消化器内視鏡学会

専門医、日本消化器内視鏡学会スクリーニング認定医、日本消化器病学

会専門医のいずれかの資格を有する医師 

２）上部消化管内視鏡検査の臨床例が年間 50例以上、または過去 5年間

の累計症例数が 150例以上の医師 

３）上記１）及び２）の基準は満たさないが、地域事情を考慮して部会長

が特に必要と認めた医師 

 

Ⅲ 遵守事項 

   精密検査実施機関に登録する施設は、検診の精度管理のため、以下の事項

を実施する。 

１）精密検査の結果判明後は、胃精密検査結果報告書の所定記載事項に結

果を記入し、速やかに紹介元に返送すること。 

２）発見胃がんに関して、部会や検診実施機関等が実施する事後調査、確

定調査等に積極的に協力すること。 

 

Ⅳ 自己研鑽 

関連の各種学会等への参加を通じて、常に胃がん検診に関する学術的情

報や知見を得ることが望ましい。 

 

 

  



島根県大腸がん検診精密検査実施機関基準 

 

Ⅰ 施設基準 

   大腸がん検診の精密検査が必要とされたものに対して、下記のいずれか

の検査を行い、診断ができる施設とする。 

１）全大腸内視鏡検査 

２）内視鏡検査及び注腸エックス線検査の併用 

 注腸エックス線検査を実施する場合には、次の基準にあうエックス

線装置を有すること。 

（１）透視台の起倒が可能で、透視下の圧迫が可能であること。 

（２）エックス線管は小焦点であることが望ましい。 

（小焦点は 0.3㎜、大焦点は 1㎜以下であることが望ましい）  

（３）エックス線管球は、短時間定格が十分大きく、撮影時の露出時間

は 0.05秒以下であることが望ましい。 

 

Ⅱ 医師の要件 

 １）日本消化器がん検診学会認定医・総合認定医、日本消化器内視鏡学会

専門医、日本消化器内視鏡学会スクリーニング認定医、日本消化器病学

会専門医のいずれかの資格を有する医師 

２）内視鏡検査の臨床例が年間 30例以上、または過去 5年間の累計症例

数が 100例以上の医師 

３）上記１）及び２）の基準は満たさないが、地域事情を考慮して部会長

が特に必要と認めた医師 

  

Ⅲ 遵守事項 

精密検査実施機関に登録する施設は、検診の精度管理のため、以下の事

項を実施する。 

１）精密検査の結果判明後は、大腸がん精密検査結果報告書の所定記載事

項に結果を記入し、速やかに紹介元に返送すること。 

２）発見大腸がんに関して、部会や検診実施機関等が実施する事後調査、

確定調査等に積極的に協力すること。 

 

Ⅳ 自己研鑽 

関連の各種学会等への参加を通じて、常に大腸がん検診に関する学術的情報

や知見を得ることが望ましい。 


